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米
国
に
滞
在
し
た
１
カ
月

半
は
「
な
ん
て
短
か
っ
た
の

だ
ろ
う
」
と
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
実
に
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
せ
た
証
拠
だ

と
思
い
ま
す
。

最
初
の
こ
ろ
は
ア
メ
リ
カ

人
で
あ
ふ
れ
返
っ
た
サ
ス
ク

ェ
ハ
ナ
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

内
で
の
「
ア
ウ
ェ
ー
感
」
が

拭
え
ず
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で

マ
カ
ロ
ニ
を
注
文
す
る
の
で

さ
え
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
自
分
の
英
語
が
通

じ
た
時
は
う
れ
し
く
、
自
信

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
正
規
授
業
は
二

つ
。
ま
ず
「
国
際
文
化
交
流

学
」
で
は
現
地
学
生
の
出
身

地
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
質
疑
応
答
の
中
で

国
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

ま
す
。
も
う
一
つ
は
「
宗
教

学
」。「
信
仰
と
価
値
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
倫
理
的
な
問
題

（
「
死
刑
制
度
に
賛
成
か
反

対
か
」
な
ど
）
を
中
心
に
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。現

地
学
生
た
ち
の
討
論
に

参
加
す
る
の
は
と
て
も
難
し

く
、
自
分
の
英
語
力
の
未
熟

さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
「
最
終
日
ま
で
に
は
あ

の
中
に
割
り
込
ん
で
や
ろ

う
」
と
目
標
を
立
て
、
毎
日

英
語
で
日
記
を
つ
け
る
な

ど
、
努
力
し
ま
し
た
。

迎
え
た
最
終
日
。
そ
の
日

の
テ
ー
マ
は
ア
メ
リ
カ
の
美

徳
に
つ
い
て
。
私
が
手
を
挙

げ
て
「i

n
d
e
p
e
n
d
e
n
c
e

」

と
答
え
る
と
、
ジ
ェ
フ
リ
ー

・
マ
ン
教
授
か
ら
「
こ
の
１

カ
月
ち
ょ
っ
と
で
ア
メ
リ
カ

の
本
質
を
学
ん
だ
よ
う
だ
」

と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
た
っ
た
一
つ
の

単
語
で
も
、
私
に
は
大
き
な

一
歩
で
し
た
。

マ
ン
教
授
に
は
、
空
手
の

稽
古
で
も
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
留
学
前
に
空
手
部
長

の
嶋
根
克
己
教
授
か
ら
マ
ン

教
授
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
、
日
曜
日
に
は
近
所
の
柔

術
教
室
に
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
い
、
稽
古
に
励
み
ま
し

た
。
１５
年
間
続
け
て
き
た
空

手
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ

べ
き
こ
と
は
多
い
と
教
え
ら

れ
、
刺
激
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。稽

古
の
後
は
マ
ン
教
授
の

自
宅
に
お
邪
魔
し
て
奥
様
の

手
料
理
を
ご
ち
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。
先
生
は
来
年
の
後

期
、
海
外
客
員
教
授
と
し
て

本
学
に
来
学
さ
れ
る
予
定
。

そ
れ
ま
で
に
自
分
の
英
語
力

と
空
手
の
技
術
を
向
上
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
一
番
の
思
い
出
は

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
交

流
で
す
。
ア
フ
リ
カ
の
エ
リ

ト
リ
ア
か
ら
や
っ
て
来
た
彼

ら
と
は
互
い
に
外
国
語
と
し

て
英
語
を
使
う
た
め
、
共
通

言
語
を
介
し
て
話
題
や
時
間

を
共
有
で
き
、
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
留
学
経
験
は
、
私
の

宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

今
春
、
国
際
交
流
協
定
校
の
米
国
サ
ス
ク
ェ
ハ
ナ
大
学
に
短
期
留
学
し
た
若
狭
あ
い
ね

さ
ん
（
人
間
科
学
２
、
空
手
部
）
か
ら
留
学
体
験
記
が
届
い
た
。
現
地
の
授
業
に
参
加
し

け
い

こ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
空
手
の
稽
古
∥
写
真
∥
に
励
ん
だ
様
子
を
伝
え
て
も
ら
っ
た
。

国
際
交
流
協
定
校
な
ど
の

学
生
が
、
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
で
日
本
語
学
習
や
日
本
文

化
を
研
修
す
る
、
夏
期
日
本

語
・
日
本
事
情
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
始
ま
っ
た
。

豪
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
、

米
オ
レ
ゴ
ン
大
学
、
韓
国
の

檀
国
大
学
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
な
ど
か
ら

３３
人
が
参
加
。
６
月
２０
日
か

ら
８
月
８
日
ま
で
（
ウ
ー
ロ

ン
ゴ
ン
大
学
生
は
６
月
２９
日

～
７
月
１９
日
）
、
日
本
語
の

学
習
に
励
む
。
ウ
ー
ロ
ン
ゴ

ン
大
学
生
は
、
ウ
ー
ロ
ン
ゴ

ン
市
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
川

崎
市
の
福
田
紀
彦
市
長
を
訪

問
し
た
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
ど
川
崎
市
の
イ
ベ
ン
ト
多

数
に
参
加
し
た
。

１
１
７
人
が
交
流

留
学
生

ス
ポ
ー
ツ
大
会

留
学
生
と
日
本
人
学
生
が

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
友
好
を

深
め
る
「
第
１３
回
育
友
会
長

杯
争
奪
留
学
生
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
が
６
月
１５
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
の
北
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
た
∥
写
真
。

国
際
交
流
会
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
、

中
国
人
留
学
生
会
、
韓
国
人

留
学
生
会
か
ら
合
わ
せ
て
１

１
７
人
が
参
加
。
髙
野
雅
夫

育
友
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
サ
ッ
カ

ー
が
行
わ
れ

た
。梅

雨
の
晴

れ
間
、
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ

に
ひ
け
を
と

ら
な
い
熱
戦

が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
国
際

交
流
会
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｐ
の
チ
ー

ム
が
優
勝
し

た
。

第
１
５
４
回
国
際
交
流
特

別
講
演
会
「
や
さ
し
い
英
語

に
よ
る
経
済
学
講
座
」
が
５

月
２４
日
か
ら
６
月
２８
日
ま
で

全
５
回
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
。
講
演
か
ら

質
疑
ま
で
す
べ
て
英
語
で
行

わ
れ
る
公
開
講
座
で
、
講
師

は
経
済
学
部
海
外
客
員
教
授

の
ア
ン
デ
ィ
・
ス
ト
ー
レ
イ

氏
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
立
大

学
ダ
ブ
リ
ン
校
教
授
）
。
本

学
初
め
て
の
登
壇
と
な
っ

た
。ス

ト
ー
レ
イ
教
授
の
専
門

は
Ｅ
Ｕ
と
ル
ワ
ン
ダ
の
政
治

経
済
。
全
５
回
の
テ
ー
マ
は

▽
ア
フ
リ
カ
は
平
和
と
繁
栄

の
新
時
代
に
向
け
て
準
備
が

整
っ
て
い
る
か
▽
日
本
と
中

国
‥
ア
フ
リ
カ
の
資
源
を
求

め
る
ラ
イ
バ
ル
関
係
？
▽
ボ

ノ
（
Ｕ
２
）
効
果
‥
欧
米
人

は
ど
の
よ
う
に
ア
フ
リ
カ
を

表
現
す
る
か
▽
１
９
９
４
年

の
ル
ワ
ン
ダ
虐
殺
と
今
日
の

中
央
ア
フ
リ
カ
政
治
へ
の
影

響
▽
マ
ン
デ
ラ
後
の
南
ア
フ

リ
カ
―
―
で
、
今
日
の
ア
フ

リ
カ
の
現
状
と
問
題
点
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
突
い

た
。６

月
２１
日
の
「
１
９
９
４

年
の
ル
ワ
ン
ダ
虐
殺
と
～
」

で
は
、
自
身
が
非
営
利
組
織

T
r
o
c
a
i
r
e

で
研
究
者
と

し
て
活
動
し
た
ル
ワ
ン
ダ
で

の
体
験
を
基
に
講
演
。
講
座

１
時
間
３０
分
の
う
ち
３０
分
間

は
質
疑
時
間
に
充
て
ら
れ
、

会
場
の
約
３０
人
の
聴
講
者
は

多
数
の
質
問
を
寄
せ
た
。

ス
ト
ー
レ
イ
教
授
は
「
み

な
さ
ん
は
大
変
熱
心
で
好
奇

心
が
旺
盛
。
ト
ピ
ッ
ク
に
疑

問
や
意
見
を
投
げ
か
け
、
そ

の
意
見
は
興
味
深
い
も
の
で

し
た
」
と
来
場
者
の
熱
心
な

様
子
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表

わ
し
て
い
た
。

日本の小・中・高を卒業した学生な

らば、国語を１２年間、英語は６年間は

勉強している。単純に考えると１２年間

勉強した日本語の器に６年間の英語を

入れていると考えることができる。こ

う例えたのは、

日本語の器が小

さいと、入れる

ことのできる英語も限定されてしまう

からである。

この当たり前すぎることに気がつい

たのは、４４歳になってからである。英

語とイタリア語の言葉の起源は異なる

と言われている。しかし、英語に above

all という言葉がある。「何よりも」

と訳されることが多い。これをイタリ

ア語では sopratutto と言い、sopra

＝above＝上、tutto＝all＝全て、と

なっている。人間の考えることは語源

を別にしてもよく似ていると同時に、
ご い

遅まきながら、日本語の語彙がなけれ

ば分かりようがないということに気が

ついたのである。

次の段階は文化を知ることである。

言葉の背景にある歴史や文化の中で生

まれた文学、芸術、哲学、思想などい

わゆる一般教養の知識が重要となる。

こう言うと、

底なし沼をのぞ

いているように

思えるかもしれない。しかし、底なし

沼をのぞいていると考えるか、満天の

星を見ていると考えるかは気の持ちよ

うである。全ての星を知ることはでき

なくても、ある星を見てロマンを感じ

ることはできる。興味のあるものをひ

とつひとつ知ること、知ろうと努力す

ることが大事なのだ（主な担当はマク

ロ経済学、国際交流センター長）。

※短縮版。全文は CALL 教室ホームペ

ージで。

専
修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
（
団
長
・
王
伸
子
文
学
部
教

授
、
学
生
代
表
・
平
松
小
葉
さ
ん
∥

人
間
科
学
３
）
の
第
２７
回
サ
マ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
が
６
月
１３
日
、川
崎
市「
多

摩
市
民
館
大
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ

た
。学

生
指
揮
に
よ
る
校
歌
演
奏
の
あ

と
、
初
め
て
迎
え
た
佐
々
木
新
平
氏

の
指
揮
で
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
「
大
学

祝
典
序
曲
」
、
グ
リ
ー
グ
の
「
ペ
ー

ル
・
ギ
ュ
ン
ト
」（
第
１
、
第
２
組
曲

よ
り
抜
粋
）
の
あ
と
演
奏
し
た
の
は

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
交
響
曲
第
８
番

「
ザ
・
グ
レ
イ
ト
」。
し
っ
か
り
と
し

た
線
の
太
さ
を
感
じ
さ
せ
る
見
事
な

演
奏
に
８
０
０
人
で
埋
ま
っ
た
会
場

か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
ア

ン
コ
ー
ル
は
Ｊ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ジ

ュ
ニ
ア
の「
雷
鳴
と
雷
光
」だ
っ
た
。

米
サ
ス
ク
ェ
ハ
ナ
大
学
に
短
期
留
学

▲ イタリアのシエナの街並み

▲ 右から２人目が若狭さん

independence…教授に発言を褒められた

若
狭
あ
い
ね
（
人
間
科
学
２
）

寄

稿

外国語修得には
国語と一般教養が効く

柔
術
教
室
で
空
手
の
稽
古
も

商学部教授

ー●３１●ー

大林 守

「
経
済
学
講
座
」

講演、質疑すべて英語

豪
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
生
ら
３３
人
参
加

夏
期
日
本
語
・
日
本
事
情
プ
ロ
グ
ラ
ム

シューベルト交響曲８番など演奏

�専フィルサマーコンサート�

▲ ６月３０日に行われたウエルカムパーティーで

▶

国
際
交
流
会
館
で
行

わ
れ
た
第
５
回
講
座

▲

リ
ハ
ー
サ
ル
中
の
専
フ
ィ
ル

メ
ン
バ
ー
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